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背景：早産児の出生後の脳循環代謝指標の経時的な経過についての報告はない。今回、我々
は近赤外時間分解分光法（NIR-TRS）を用い、早産児における出生から修正満期までの脳循環
指標の経時的評価を行い、早産児の脳成熟と脳循環指標との関連について考察した。
方法：対象は当院 NICUで管理を行った在胎週数 30週未満の AGA児 35症例。浜松ホトニク
ス社製の TRS－20を用いて、出生後から修正在胎週数（cGA）37週を超えるまで毎週、脳内
Hb酸素飽和度（cSO2）、脳組織血液量（CBV）、脳組織酸素摂取率（cFTOE）、光散乱係数（µ’
s）を測定し、SpO2と血中 Hb値を同時に測定した。
結果：修正週数と cSO2 (r=0.74; p<0.01)、血中 Hb値(r=0.79; p<0.01)の間に負の相関、修正週数
と cFTOE (r=0.86; p<0.01)、µ’s (r =0.82; p<0.01)の間に正の相関を認めた。修正週数と CBVの
間には相関を認めなかった。修正満期まで成長した早産児と正期産出生児について比較した
ところ、cSO2 と血中 Hb 値は修正満期の早産児で有意に低く(p<0.01)、CBV、cFTOE、µ’s
は有意に高値(p<0.01)を示していた。
結論：修正週数と µ’sとの間に正の相関を示したことから、µ’sが早産児の脳構造の変化の
評価に有用である可能性が示唆された。また、修正週数と cSO2、血中 Hb 値に負の相関、修
正週数と cFTOEの間に正の相関を認めたことから未熟児貧血の進行に対する代償として脳組
織での酸素摂取率を増加させていることが考えられる。TRS 法を用いた早産児における脳循
環代謝指標の経時的評価は脳発達の評価に有用である可能性がある。(725字) 
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